




独居老人や老老介護が急増している近年，高齢者医療
に対する適切な医療提供体制の確保は急務である．

当研究室はこれまで開発してきた「症例学習システム」の
知識情報データベースを活用し，「介護支援システム
～症状版～」の構築に取組んでいる．

今回は，高齢者の身体情報を自動解析することで，その
状態（症状）が医薬品または疾病によるものかを判断で
きるかをアルツハイマー病(AD) で検討した．

目的



■システムの構築にはADを中心に検討■システムの構築にはADを中心に検討





①添付文書から副作用情報収集
②点数化

例：神経系医薬品
～その他の副作用・消化器～









システムに高齢者の
状態（患者）を入力

各DBで該当した場合
点数が自動で入力さ
れ合計点数まで表記



介護支援システム：iPad画面



システムに高齢者の
状態（患者）を入力

医薬品副作用は点数化
その合計点数を可視化

ADでも観察される症状の場合
グラフ上では赤色で表記





「介護支援システム～症状版～」の構築において，
高齢者の状態を自動解析することで，現症状を類別
（受診勧奨，医薬品副作用）できる可能性を示した．

今後は，時系列変化を加味することで病態推移が
把握でき，患者症状の原因について的確な判断を
することが可能となる．このことは高齢者の生活向
上に寄与すると期待される．


